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○ 哺乳類由来の麻痺性神経毒の構造と機能 
 
新しい神経毒の研究は、薬理学や神経科学、精神医

学など、生命科学全般の発展に貢献します。哺乳類で

は珍しく毒を持つトガリネズミやカモノハシに注目

して、プロテアーゼ毒や Ca チャネルに作用する神経

毒ペプチドを発見してきました。本研究では、新しい

麻酔剤や鎮痛剤への開発に向けて、これらの標的生体

分子や作用機序の解明を目指しています。 

 
○ 海洋由来の抗腫瘍性, 抗炎症性物質の機能解明と有用リガンドの創出 
 
海洋生物は特異な構造や強力な生物活性を持つ二

次代謝産物の宝庫です。アメフラシ由来の抗腫瘍物質

アプリロニンAのようにタンパク質間相互作用を制御

する化合物は、疾患研究や医薬リードとして有望で

す。本研究では、特に機能未知の抗腫瘍性や抗炎症活

性を示す生物活性物質に注目して、作用機序の解明と

有用なリガンドの創製を目指した研究を進めていま

す。 


	北将樹

